
大阪公立大学、大阪教育大学、和歌山大学、積水ハウス株式会社が共同で
「介 護 相 談 窓 口」 開 設 ！

文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（牽引型）」

ホームページを公開中
https://diversity-oows.jp/

「介護相談窓口 通信」 2023年３月号

場 所：大阪公立大学杉本キャンパス １号館１階
女性研究者支援センター（研究推進課分室）
（大阪市住吉区杉本3-3-138）

利用対象：連携機関の研究者、大学院生等
メール：kensi-f-soudan[at]list.osaka-cu.ac.jp
電 話：06-6605-3455
相談窓口HP：http://www.wlb.osaka-cu.ac.jp/effort/assistance-service/
※個別の相談には予約が必要です。まずはお電話またはメールにて
お問合せ・ご予約ください。相談は面談やお電話、メールで対応します。

（Ｚｏｏｍによるオンライン相談も可能です。）

介護相談室利用可能日

時間：各日１０：００～１６：００

２０２３年
３月３日（金）、３月１７日（金）

２０２３年
４月１３日（木）、４月２７日（木）

次回は、３月下旬に発行します。

※豆知識（ユニット型特養・従来型特養について）※

特別養護老人ホームには、主に「従来型」と「ユニット型」の２つのタイプがあり、大きな違いは従来型は４人
部屋が主流である一方、ユニット型は全室個室となっているという点です。
「ユニット型特養」は、国も積極的に進めており、プライバシー保護を重要視しているため、居室は個室で10
人以下の少人数のグループに分けて1ユニットとし、家庭的な雰囲気の中で一人一人のペースに合わせて
介助を行う「個別ケア」を基本としています。
「従来型特養」では、基本的に居室は4人程度の相部屋で生活をし、1フロアにつき30～４0人程度と多く、食
事や就寝などの時間はほぼ同じですが、多床室であるため孤独を感じにくいというメリットがあります。
初期費用は特養の場合は不要で、ユニット型も従来型も０円ですが、月額費用は従来型と比べるとユニット
型の方が、個室であるためやや高額となります。
介護相談窓口ではこのようなサービスについてのご紹介もしております。ぜひご利用ください。

【介護アドバイザー 山内 弘美】
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